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名勝耶馬渓 100 周年記念特別展「岩石の王国－耶馬渓はなぜ国名勝

になったのか－」の開催について 

担当：歴史博物館 三谷（電話 0979-23-8615） 

 

岩石の王国－田山
た や ま

花袋
か た い

・小杉放菴
こすぎほうあん

による『耶馬渓紀行』の中で、次から次へとあらわれる

耶馬渓の奇岩
き が ん

景観
けいかん

を表現した言葉です。耶馬渓は江戸時代に頼
らい

山陽
さんよう

によって全国にその名が

知られた景勝地です。明治維新後、鉄道
てつどう

敷設
ふ せ つ

など近代化が進んだことで多くの人が訪れ、観

光地として栄えました。一方で福澤諭吉らが景観保護活動を行ったことで、耶馬渓は開発と

保護を両立しながら発展し、大正 12 年 3 月 7 日に「名勝耶馬渓」が指定されました。 

 国名勝指定 100 年を記念する本展覧会では、文人による耶馬渓画をはじめ、耶馬渓の交通

発展の要となった耶馬渓鉄道と石橋、中津の偉人である福澤諭吉や和田
わ だ

豊
とよ

治
じ

に関する資料や、

耶馬渓を歩き描いた文豪・田山花袋と画伯・小杉放菴ゆかりの品々を展示し、耶馬渓をめぐ

る旅へとご案内します。 

 

展覧会情報 

会  期：令和 5年 1月 21 日（土） 

～3月 12 日（日） 

会  場：中津市歴史博物館 

開館時間：午前９時～午後５時 

（入館は午後 4時 30 分まで） 

休 館 日：月曜日（祝日の場合はその翌日） 

観 覧 料：一般 300 円、 

団体 100 円（20 人以上）、 

中学生以下無料 

後  援：慶應義塾 

 

主な展示品： 

①「十八羅漢図」廣誠院
こうせいいん

蔵・龍 谷
りゅうこく

ミュージアム寄託 

②田山花袋愛用品「マント」田山花袋記念文学館 

③「日 原 昌 造
ひのはらしょうぞう

宛福澤諭吉書簡（明治 27 年 3 月 18 日付）」   

慶應義塾福澤研究センター蔵 

 

メディア向け展示解説 日時：令和 5年 1月 21 日（土）9：00～10：00 

③ 

① ② 
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関連イベント 

耶馬渓紀行トークセッション 

「～大正時代の耶馬渓を旅しよう。～」 

ゲストスピーカー：迫内祐司氏（小杉放菴記念日光美術館） 

小林里穂氏（田山花袋記念文学館） 

日時：令和 5年 1月 28 日（土）13：30～15：30 

会場：新中津市学校 

定員：60 名（要予約） 

参加費：無料 

百年料亭サロン 

国登録有形文化財である筑紫亭で、お茶を楽しみながら文化財についてお話します。 

ご案内：中津市歴史博物館学芸員 

日時：令和 5年 2月 26 日（日）15：30～17：00 

会場：筑紫亭 

定員：15 名（要予約） 

参加費：1,500 円（菓子、特別展観覧券付） 

スライドトーク 

特別展の見どころについて解説します。 

講師：中津市歴史博物館学芸員 

日時：令和 5年 1月 22 日（日）、2月 11 日（土・祝）、3月 5日（日） 

いずれも 10：00～11：30 

会場：中津市歴史博物館 

参加費：無料（予約不要） 

盆ラマワークショップ「みんなでつくる耶馬渓鉄道」 

講師：川上哲生氏（鉄道少年舎主宰） 

日時：1月 21 日（土）①10：00～ ②13：00～ 

会場：中津市歴史博物館 定員：各 15 名（小学生以下は保護者同伴） 

料金：2,000 円 

※イベントの申し込みは中津市歴史博物館まで。 

 

特別展期間中、ミュージアムショップにて、館林市の田山花袋記念文学館と日光市の小杉放

菴記念日光美術館のオリジナルグッズを販売します。 

 






